
大会参加団体各位
令和　２年１２月吉日
（社）国際空手道連盟　極真会館
　　　世界総極真　大会事務局

　拝啓　寒冷の候、皆様におかれましては日々益々ご健勝の事とお慶び申し上げます。
　平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　つきましては、「第１回 極真 全日本ジュニアファイナルカップ」及び「第１回 KARATE BATTLE KINGS In 横浜」
　の開催方法について、ご案内を申し上げますので、ご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。

敬具
記

　今回は、新型コロナウイルス感染症対策をふまえ、体育館や県からの要請に応える形で大会を開催致します。
　対策につきましては、以下の通りとなります。

１．密集を避けるための対策
（１）試合は１部、２部、３部の完全入替制で行います。

・ １部 小３以下（２６８名）の参加者、選手の関係者のみ入場可能
選手受付　　　　　９時～　９時３０分　試合開始　１０時００分～
選手受付は、１階で行います。受付後、３階の観客席へ入場して下さい。

・ ２部 小６以下（２７１名）の参加者、選手の関係者のみ入場可能
選手受付・計量　１１時～１１時３０分　試合開始　１２時００分～
選手受付は、１階で行います。受付後、１階の武道場、または、近隣の施設で待機して下さい。
１部の試合が完全に終了した後、３階の観客席へ入場が可能となります。

・ ３部 中学以上（２４４名）の参加者、選手の関係者のみ入場可能
選手受付・計量　１３時～１３時３０分　試合開始　１４時００分～
選手受付は、１階で行います。受付後、１階の武道場、または、近隣の施設で待機して下さい。
２部の試合が完全に終了した後、３階の観客席へ入場が可能となります。
※ ２階のアリーナへは、３試合前の選手、大会スタッフ、入場許可書を貰った関係者以外は、

立ち入り禁止となります。（選手１名に付き、１名のセコンドはＯＫです）
（２）開会式と閉会式を簡略致します。

・ 各コートに集まっての開会式、閉会式は行いません。
・ 開会式は、試合開始のアナウンス、閉会式は、試合終了のアナウンスのみとなります。

（３）表彰式は、各コートで、各クラス毎の勝敗が決した段階で行います。
（４）２階のアリーナに居なくても、バーコードで、各コートの進行状況を確認する事ができます。

２．密接を避けるための対策
（１）準々決勝まで、本戦⇒延長（マスト）とし、準決勝からは、本戦⇒延長⇒再延長（マスト）となります。
（２）対戦後の選手同士の握手は行いません。

（正面に礼、主審に礼、お互いに礼をしてコートから退出します）
（３）サポータ類は必ず各自の物を着用して下さい。

・ ヘッドガードの貸出はありません。衛生面を考慮して、各自の物を着用して下さい。
・ ヘッドガードは、全面にガード（樹脂素材、軽金属素材）があれば着用可能です。
・ ヘッドガードの色の指定はありません。（赤、白は選手の腰ひもで区別致します）

※飛沫感染防止対策のため、ヘッドガードの前面には、フェースシールドを取り付けて下さい。
　各自、万全に試合が出来るように事前に工夫して下さい。
　（別紙、「飛沫感染防止対策例」を参考にして下さい）

・ ヘッドガードを使わないクラスは、マスク着用は任意とします。
・ 赤の腰ひもは、各自所有の物として準備をお願い致します。

赤コーナでの対戦の場合、着用します。（白の腰ひもは不要です）
（４）選手の誘導はありません。

各自、３試合前には必要なサポータを付けて、各コーナ（赤、白）で待機して下さい。
選手名が呼び出されても不在の場合には、失格となりますの十分注意して下さい。

３．密閉を避けるための対策
（１）出入口、窓などは常に開けて置きます。
（２）横浜武道館は、空調システムが整っています。

４．その他の対策
（１）館内は、全員マスク着用。入館時に、検温と手指のアルコール消毒を行います。
（２）選手は、選手受付時に、事前に配布予定の「選手・付き添い参加者リスト」を提出して下さい。

（このタイミングでパンフレットをお渡し致します。）
※付き添いは、選手１名につき、代表者を除き、２名までに制限致します。

（３）代表者は、来賓受付時に、事前に配布予定の「代表・参加者リスト」を提出して下さい。
（このタイミングでパンフレットと入場許可書をお渡し致します。）

（４）ある一定の間隔で、各コートのアルコール消毒を噴霧器で散布致します。
（５）観客席からの大声での応援は禁止です（セコンドも大声でのアドバイスは禁止です）
（６）審判員は、マスク着用、または、フェースシールド着用と致します。

～　以上、宜しくお願い致します。



飛 沫 感 染 防 止 対 策 例

★　ヘッドガード着用の場合　（小学生以下は必須、中学生、高校生は任意）

（例１　ヘッドガードとマスクインナーパッドを併用）

＋

ヘッドガード マスクインナーパッド

　マスクを付けても呼吸はしやすくなります。

　通販などで、色々な種類のものがあります。

（例２　ヘッドガードにフェースシールド取り付け（自作）

①サランラップと透明のテープで簡単に作成できます。

　　サランラップで覆って、透明のテープで上から補強します。

　　視界も呼吸も特に問題はありません。

　　左の写真は、全面を覆っていますが、

　　目だけ開けて、口元を塞ぐだけでも可能です。

②透明のクリアファイルで簡単に作成できます。

　　　　サランラップと 　　ヘッドガードの覆いたい部分を型取って、

　　　　透明のテープでの取り付け例 　　ハサミで切り取って、セロハンテープで止めれば完成です。

③透明のテープのみで簡単に作成できます。

　　透明のテープ（広め）で、全面を覆っても良いですし、

　　目だけ開けて、口元を塞ぐだけでも可能です。

　　（工夫してみて下さい）

（例３　ヘッドガードにフェースシールド取り付け（購入）

飛沫感染防止用フェイスシールドは、

　マーシャルワールド、イサミでも購入可能です。

　但し、ヘッドガードの型によっては装着できない場合もありま

　す。

マーシャルワールド用 イサミ用

★　ヘッドガード未着用の場合　（中学生、高校生、シニア、マスターズ、一般）

（例１　マスクインナーパッドを利用） 中学生、高校生、シニア、マスターズ、一般の選手は、

　ヘッドガード未着用のため、マスク着用は任意とします。

　但し、中学生、高校生は、ヘッドガード着用は任意となってい

　ますので、片方の選手のみヘッドガードを着用している場合、

　双方の選手がヘッドガードを着用する事。になっています。

　よって、ヘッドガードは、各自準備をお願い致します。

　マスク着用の場合、呼吸がしづらい事もあり、

　マスクインナーパッドを推奨致します。

　通常、使っているマスクの下に取り付けるだけです。

　マスクを付けても呼吸はしやすくなります。

　通販などで、色々な種類のものがあります。

～　以上は、一例です。
　　　色々と工夫して、飛沫感染防止対策をお願い致します。



会　場　案　内　と　注　意　事　項

● 会場案内

横浜武道館

場所 用途 備考

１階 武道場
２部、３部の待機場所
選手のウオーミングアップ場として、ご利用下さい。

飲食禁止

２階 アリーナ 　試合会場となります。 飲食禁止

３階 アリーナ 　観客席となります。 -

● 注意事項

・防具は各自の試合までに、必ず身につけておいて下さい。
・各自試合の３試合前には対戦コーナ（白または赤コーナ）の周りで待機をして下さい。　
・名前を呼び出されても、試合に出られない場合は、棄権とみなし、相手選手の勝ちとなります。
・選手のウオーミングアップは、周囲に迷惑がかからないように指定の場所で行って下さい。
・判定に対する抗議は一切認めません。
・会場内でのゴミは各自で持ち帰るか適切に処分して下さい。（ポイ捨ては禁止です）
・貴重品は各自で保管して下さい。紛失した場合の責任は主催者側では負いません。
・その他、諸注意が守られない場合は、主催者側判断で失格もありえます。
・本大会は武道の大会であるため、節度ある行動をお願い致します。

● 横浜武道館　案内図

２F　アリーナ

試合会場

　３試合前の選手、大会スタッフ、入場許可書をもら

　った関係者以外は、立ち入り禁止となります。

　選手は３試合前に必要なサポータを付けて、各コー

　ナ（赤、白）で待機して下さい。

　応援、セコンドは１名に制限致します。

１F　武道場

２部、３部の受付後の待機場所

　前の部の試合が完全に終了するまで待機して下さい。

　その後、３階の観客席へ入場が可能となります。

選手のウオーミングアップ場

　指定された場所以外でのウオーミングアップは禁止

　（違反した場合、選手は失格となります）

３F　観客席

選手、応援、セコンドの方々は、ご自由にお使い下さ

い。


